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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

塗布可能なソフトマターの熱電応用を目指して、有機・無機ヘテロ界面のフォノン・電子輸送特性を追

究しようとするもので、熱電の側面からこれまで検討されてこなかったペロブスカイトに目を付け、実

績のあるBi2Te3微粒子とコンポジット化するという視点は独創的であった。この過程で熱処理による

Bi2Te3微粒子の結合や成長と熱電特性への影響、CsSnI3とのコンポジット薄膜の作製と熱電性能評価、

CsSnI3の熱電特性評価、Sn2＋やSn4＋の寄与と酸化物ポーラス構造の影響、Cs2SnI6の検討とｎ型の実現な

どの成果を得た。特に、Bi2Te3-CsSnI3混合物で180-270μV/Kのゼーベック係数、130-200μW/(m・K2)の

パワーファクタを得たが、室温でのZTは約0.1に留まり、高い界面電気抵抗が低いZTの要因になってい

ることを示した。３ω法による計測、Diffuse Mismatch Model(DMM)やMaximum Transmission Model(MTM)

による熱抵抗計算などにも進展があり、その一部は市販の熱解析ソフトウェアに実装されている。企業

との共同で薄膜型熱電モジュールの試作を進めていることも評価できる。論文はやや数が少ないが妥当

な成果が出ていると考えることができ、特許も２件出願されている。共同研究先独自の技術も加えて熱

電モジュール開発の継続、実用化が期待される。 
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